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-ほ
ア
ン
ダ
ロ
务
ク

.ソ
ン
時
代
の
如
く
な

&

し
が
、
#

建
餅
侯
が
別
に
莊
_

裁
判
所 

を
開
く
に
至

6

レ
結
果
、州
：栽
：剑
'所
.及
'び
，聯
合
邑
翁
判
所
を
主
宰
せ
.し
ノ
ー

 

マ
ン
出
身
の
州
舉 

行

(sheriff

に
-非
ず

v
i
c
?
c
o
t
n
e
s

な

i

の
權
カ
は
從
前
に

'比
し
て
遙
に
强
大
に
趣
け

i
 

.

全
國
最
高
の
裁
判
所

^

る
王
政
廳

o
R
a Regis).

は

0

王
の
，顧
福
：府
な
る
と
同
.
.時
' に
人
说
代

表

.栽
の

.國
會

?

き
。
後
年
分
立
せ
し
立
法
、哥

.法
、行
政
の
ニ
ニ
大
：權
は
プ
切

I

執
行
せ
ら
れ 

し
な
办
。
然
る
に
國
務
漸
く
繁
く
、併
か
も
ク
<
/
ア
ム
は
故
鄕

0 >
.ノ
ル
マ
ン
デ
ィ

I

に

E

る
 

こビ屢

1
な
ぅ
し
か
ば

^

の

不

在

中

攝

，政

に

任~

じ
、而

し

て

常

.に
‘ ニ
國
の
财

：

政
及

.び
法

#

の
事
務
：
 

に
鞅
掌
せ
し
メ
ー
ト
ラ
シ
ド
の
所
謂

「

宰
相
に
し
て
高
等
裁
判
所
長

」

.を
，兼
ね
た
る
直

a
a
r

て
ふ
：
 

國
家
最
高
の

.官
職
設
け
ら
れ

*

$(

註

.0

0

V.
.

(

註
七

〕

r

v

グ

«

f
グ

y 

y
時
代
、諸
侯
各
地
方
に
割
據
し
て
、政
治
卜
ー
の
統
一
未
だ
成
ら
ざ

y

し
以 

前
ゼ
方
つ
て
、紀
元
六

m

m
末
ょ
リ

■堅
方

1

が
ス
テ
ィ
ン
に
依
て
布

^

せ

ら

.■れ

し

夾

國

諶

督

钬

の 

制
度
は
旣
！

j
.

成
リ
て
、延

.國
は

.宗
敎
.上

0
金

1:
統

ー
せ
ら
れ
、寺
-區
、僧
^

瞥
.ru
、信
徒
總

-#
.等
の
組
織 

は
盤

®

し
た
リ
さ
。！

c

等
敎
會

0

削
度
及

 

'び
組
織
が

.政

治

.'上

の

組
：.

織
：統
一
の
拱

m

p
リ
し

V

言

か 

蚊

?:
ず。避
て
敎
會
と
國
率
ミ
の
關
係
は

.
非
，常

|:
-
親

0

に
赴

.
吾
、僧
正

.は州
.：

職
會

(

州
裁

0 

S
I-
列
ぷ 

し
て
菌
獎
な
名
地

.

.位
4

^
め、又
國
會
に
、も
列
席
し
て
、當
時

^

會
に
多
く
の

關

0 

~
有
せ
し
立
法 

事
業
に
翼
赞
し
卞
リ
吾

。
:.

.

(

註
八

)

三
田
學
會
_

謎
昨

^

'十
.月號

(

第
十
二
卷
第
十
號

〕

八

4

ハ
：風參
胳
。

&

ブ
ト
ア
ソ
ク
、

1

王
朝
の
八

/ 

S
ィ
第
ニ
世
は
所
謂

「

ク
ヲ

V

ソ
ド
ン
憲
法

J( I 

J

六
四
年

)

^

發.布
 

し
ズ
英
國
敎
畲
の
羅

-馬
法
王
に
雜
旙
せ
る

^

^
制
せ
む
と
努
め

U

が

、
爲
U

力
ン
タ

I

パ
”
丨く 

僧
正
ド

I

マ
ス

0' -
/
ソ
.
ヶ

、ソ

ト<
 
大
衝
爽

‘

徹

起

し

、
ベ
：
ソ
メ
v

、y
.ト

殺

寄

の

ま

则<
^
^

郯
十
三
卷-

(

•七

〕

論
‘

說

，

ノ
ル
マ
ン
朝
の
戟
例
制
搜 

5

嫌

b



第

十

三

怨

(

八

)

' 

論

•
說
ノ
シ
マ
ン
朝
の
魏
列
制
度 

第

ー

號

A 

0

一
 

〇)

J

&
o-
i
a
rlt
此
の

如
く

鼓
高
_
の

W

東

な
y

し
も
、
最

0

は

-1
C

の
下
僚

-な
'
リ
.し
大
法
官

(
c
h
a
n
c
e
l
l
o
r
)

 

0

爲
、漸

次
其
の
地
位
な
浚
涊
乜
ら
れ
、

H、

ド

ゾ
ー
ド
形
-世
の
治

ti
t

u

は

L
o
r
d

 

p
k
f

 J
l
c
e

 (

現今の 

王
座
裁
判

0

ミ

m

じ
^ ,
く
行
政
的

^

權
か
喪
失
す
ネ

|:
^

れり。

。
 

0

上
述
の
如
く
，ゥ
、
リ
ア
ム

「

戰
勝
玉

」

は
エ
 

'ド
ヮ
]
ド
の
法
雜
を
保
持
す
る
に
努
め
し
ど
同
時 

.に
、英
國
の
裁
判
制
度
に
改
革
を
施
せ
し
が
、然
も
ノ
ル

.

て
放
漫

.な

-=N.

し
ア
ン
グ
ロ
ブ
サ
ク
ジ
ン
の
制
度
に
多
少 

に
過
ぎ
ざ
り
き
。
英
國

0

裁
判
制
度
が
眞
個
«
沌
の 

基
礎
を
確
■立
せ
し
ば
實

K

へ
ン
リ
ィ
第
一
.世
の
治
世 

へ
ン
ジ
イ
第

i

世
は
冷
靜
に
し
て
機
慧
能
く
大
局 

父
ク
ィ
リ
ア
ム

「

戰
勝
王

」

に
.彷
狒
せ
り
き
彼
は
其
の 

も
忠
實
な
ら

H

•，り
し
も

’R
e
d

 

K
i
n
g

 w

純
號
せ
ら

し

兄 

宣
約
を
蹂
躏
し
て
顧
み
，ざ
る
暴
虐
手
段
に
出
で
す

、
^

用
意
を
惫
ら

ざ

ぅ

き

。

へ、：；ン

リ

ィ

一

埤

が

ぽ
め

長
兄 

の

T

位

を

^

a

し

ビ

き

^

國

A

し

て
熱

y'L

&.'る
.へ

マ
ン
王
朝
の
初
期
に
：於
て
は
、称
氣
に
し 

の

組

織

を

與

、へ
：統

I

.の
端
緖
を
開
き
し 

境
界
を
脫
却
し
て
秩
^
ぁ
り
辑
一
ぁ
る

な
ぅ
き

.
'
.

.を
洄
察
す
る
政
治
ま
ぬ
資
質
に
於
て

、
®
 

K

民
に
與
へ
し
宣
約
に
對
し
て
^

ず
し

ウ
ィ

y

ア
ム

e

ル
一
フ
ブ
ス
の
如
く
、公
々
然

に

其

の

獨

裁

的

色

-^
を
包
む
憲
法
上
の 

ノルマンデ彳|挺

« .

バー

ト
ビ
英
國 

ン
リ
イ
の
味
方
た
ら
し
め
し
は
、ク
ィ

y

A

oル
ー
フ
ア
ス
の
治
世
に
於
け

•る
疾
苦
を

.救
濟
ぜ
ら
れ
ひ
が
爲
な
り
し
や
、言

'を
竣

.

.た
す
。
左 

れ
ば
へ
ン
リ
ィ
は
即
位

「

後
直
ち
に
袍
名
な
る

『

自

*■
の
.摩
摩

』
(
charter-of Liberties)

を
發
布
せ
り 

(

二

〇
〇
年

)

ノ
彼
は
此
の
：布
吿
文
ド
於
て
、敎
會
、貴
；族
及
び
一
般

i:
l

l

Kの
瘐
苦
を
救

*

せ
む

^

及
び
前
朝
來
の

j

般
弊
替
を
匡
正
せ
む
事
を
約
東
せ
し
外
、

a

王
の
裁
判
所
に
於
て
課
せ
ら
る

.
: 

•• 

- 

/ 

- 

• 

. 

•

■>

罰
金
は
罪
過
に
比
例
せ
ら
る
可
き
事

.及
び

「

戰
勝
王

」

が
修
正
し
、搬
張
せ

U

ユ
ド
ソ
ー
ド
の
法 

料」

は
嚴
格
に
保
持

.せ
ら
；：る
可
き
事
を
宣
約
せ
り
。

『

自
由
の
憲
章

』

は

一

方
に
於
て
不
法
な
る
謙 

稅
及

'び
.其
他
の
弊
政
：を
匡

^
す
る
ビ
同

„時
に
、之
を
英
國

.憲
法
の
上
ょ
り

ft
れ
ば
，事
實
上
の
琢 

制
君
主
に
依
て
、英
國

R
.
,の古

' 來
の
饼
か
も
合

.法
的
自
：由

S

玉
權
の

.
制
限
；ビ
を
公
式
に
承
認
し 

犮
る
も

.の
ビ

し
て
、極
め
て
寬

_

な
る
文
戴
な
後
年
の

『

大
憲
章

』
-Great 

c
harter〕

は
實
に
此 

ノの『

自
由
の
憲
章

』

に
模
範
を
服
り
た
る
も
の
に
し

y
、

前

*

は
唯

^

後
：者
を

r

層
具
體
的
た
ら
し

.. 

办
益
法
律
上
の
定
義
を
與
へ
た
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。
左

.れ
ば
ゥ
ィ
グ

'ア
ム

「

戰
勝
王

jit
依
て 

多
少
秩
序
を
發
見
せ
し
英
國
の
裁
判
制
度
亦
、此
の
ヘ
ン
リ
ィ
の

r
v
w

山
の
遨
萆

』

に依て一段の 

進
屈
を
遂
げ
し
を
見
る
可
き
な
り
。

. 

四
し

.

銷十一

1
S 

(

九

)

パ
^

耽
ノ
か
マ
ソ
朝
の
、裁
判
{f
i
l
l
度

‘
 

5

號 

九

.



萆

1S

、'

M

〇)

、猫

訛

ノ

ル

マ

ゾ

朝

の

战

列

麗
 

第一

规 

一〇 

へ
ン
タ
ィ
第
一
世
は
登
極
以
來
、

®

次
諸
侯

‘の
叛

m

に
艦
み
て
、下
文
に
述
ぶ
る
が
如
く
•地
方 

各
騰
到
所

,0
權
カ
を
櫥
張
し
て
、下
ょ
り

0
M

割
據
の
勢
を

»

■

す
る
に
力
め
た
る

VJ.

闕
：時
に
、
 

中
央
の
行
政
權
を
集
注
し
組
織
し
て

3£
-
&.
に
上
上

P

も
之
を

0
迫
せ

む

S

試
み

；
.
'
た
ぅ
。
彼
は 

此
の
爾
槳

.■を
遂
对
す
可
く
、

.ソ

I

グ
ス
ベ
リ
.ィ
の
僧
正
口

 

J 

%

ャ
I

を

J
u
s
t
i
c
i
a
r

に
擧
げ

(
I.

一
 

〇
七
年

)

、王
政
廳

(

王
法
廳

)
の
行
政
を
ば
一

.
層

^

法
上
及
び

'財
政
上

.の
目
，的
：

向

て

改

苹

せ

し

め 

た
>
9 

(

ァ
ン
グ
ロ
。サク
ソ
ン
時
代
及
び
ノ
ル
マ
ン

.時
代
の

‘雜
到
制
度
が
®
稅
其
他
の
上
納
物 

及
び
當
時
代

.の
國
王
が
ま
要
な
る
財
源

S

せ

1.
;
.爾
金

.等
の
徵
收

.0
机
,
國
家
の
财
政
ビ
辨
接 

な
る
關
係
ぁ

&

し
事
實
に
注
意

.せ
ょ

)

o

王
政
廳
は
ア
ン

.グ

.
ロ。ナ
ク

ソ

ン
國
食

(w
i
t
e
n
a
g
e
m
o
t

 o
r 

Council 

of W
i
s
e

 M
e
n
)

を
封
建
制
度
に
適
合
せ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
#
^
太

守

9
を)

其
也 

，國
王

，
の
直
後
受
領

**(Tenant-in-chief j

の
會
合
し
て
、

國
..

王

の

立

法

、司

法

«-
政

三

大

權

の

執

行

に 

對
し
協
賛
を
與
る
府
な
ら
し
が
、國
務
漸
く
增
加
す
る

.と
典
に
、從
來
の
如
ぎ
.謂
は
ぐ
一
種
の
委
リ 

員
，脅

に

て

は

、到

底

時

勢

O'
急
要
に
應
ず
る
に
足
ら
ざ
る

.■を
見
て
、口

 

I
ジ
ャ
丨
は
先
，
つ常設の 

行
政
部
を
設

®

し
：た
り
き

9

爾
來
芏
政

II
即
ち
ノ
 

\

マ
ン
國
：會
の

p

法
.的

方

面

は

別

に

：特
‘立 

し

^

る
；國

王

の

.裁
到
所
と
な
り
.

(

註
ニ
 )

、最
初
は
國
五
之
れ
を

.主
宰
せ
し
も

»

王
不
在

'0
時
は

J
l

a
r

之

に

代

て

裁

判

長

に

任

じ

、國

王

の

宮

钓

官

及

び

特

に

，國
王
，の

任

命

せ

し

大

，法
，.官

■其
他 

•

の

大

官

、裁
剑

.官
と
し
て
之
を
輔
佐
し
た
ぅ
き
。
此
の
裁
剑
所

.に
て
は
、直
：.
接
國
主
及
び
英
主
國 

に

關

.係

す

る

一

切

の

訴

：蕺

事

件

を

时

, «
赛
問
し

.王
室
：.の
收
入
の
評
價
並
：び
に
微

_

集
を
盤

^

し
、
,
 

'
地
.方
裁
剑
所
よ

h

の
上
告
事
件
，雄
び
に

.
國
王
の
直

®

受
領
者
：間
の
紛

S

他
多
少
刑
事
事
仲 

を
も
栽
剑
し
た
办
き
。

此
の
如
く
王
政
廳
の
裁
剑
權
櫥
張
せ
ら
る
、
と
共
に
，

J
l
d
a
r

の
權
カ
は
益

i
增
加
せ
し
が

.
' 

■
 
■
 

■
 

•
 

: 

-
 

.

.

. 

-

ロ
 

%

ャ
ー

の
劍
設

せ
し

*

も

»
名

な

る

事
業
は
、蓋
.し
大
藏
省

(

E

x

c

l

l. n
>

q

l)

に
如
く
も
の
な

>

 

か
.る
可
し
。
王
政
廳
は

^

^

§ :

3̂
主
宰
の
下
に

 

B
a

r
o

n
e

s

 

S
c

a
c

c
a

r
i

i

 

(
B

 

故o
n

s

 

o
f

 

t
h

e

 

E
x

c
h

s
u

r
e

)

と 

稱
す
る
一
種
の

.財
政
盥
査

.官
等
を
以
て

.特
別

.委

，員

會

を

舰

織

し

、
各

.^!
舉

行

が
'
ー.
年

ニ

罔

®
,
活 

餘
ビ
聖
ミ
ケ
ル
银

)

ク

,
ス
ト
ぺ
、
ン
ス
タ

ー

の
大
藏
省

S
U

O

に.出
頭
し

V
、

夫

机

の

州

よ
 

徵
收
し
た
る
諸
桃
金
を
/評
價
針
箅
せ
し
め

た

三)

。
州
泰

.«

が，徵
收
の
責
任

■を

ft
a

し 

國
主
，
0:
±

避
な
る
財
源
は

(
1
)

古
來
の
國
桃
に

.し
て

(a
)

公
有
地
及

'
.び
：國
：王
奪
領
：地
、の
.地
代
分r

m
)

....

3
,
 

••
 
•
 
•
 

.
 

.

.

.

.

.

.
 

,

(b
)
.當
.
_
代
の
船
舶

||
顚
防
税

)

'ど
も
稱
す
可
き

D
a
n
e
g
e
l
d
®

 

r
n

)

(c
)

地
方
各

.裁
剑
所
■よ

!)
:■'
•
'國
王
に 

柳

a

し
英
國
古
來
の

，w
i
t
e

即
ち
罸
金
。

(

ニ)

對
跑
制
度
の
結
粜
と
し
て
微
收
せ
ら
れ
し
御

W

金
、
 

$

,

§
 

.

(
一
「

)

論

-
說
ノ
か
マ
ン
齓
の
裁
列
制
度 

？

城 

一一



■ 

- 

f

 

i
 

, 
ニ

ニ

)

.

論

•

骯 

ノ

>v
マ
ン
朝
の
i

.$
i
j度 

第
‘ー
魏.： 

一
二

釆
-地
相
鏡
稅
、

H

i

e
ビ
稱
す
る
直
領
地
及
び
都
市
等
に
課
せ
し
御
金
其
他
所
謂
國

.
S

の」

栽 

判
よ
り

生
：：

せ

し

»1
金：
.其

：他

の

收

入

よ

&

成

A
Vき

£
 
一31
*
.

)

。
.右

の

內

_
_
,王
直
.領
地

' 內
に
於
け
る
，都 

市

の

地

：代

は

、各

都

.市

^'
州
奉
听
ビ
示
談
し
て
、直
接
國
王
に
鈉
税

'す
る
，

.の
掃
刺
を
獲

#

す
-る
に 

率
れ

V

"

然
る
に
國
家
收
入
の
徵
收
は
、勢
ひ
，同
法
上
の
間
®
を
惹
起
す

1

れ
り
，

.
例
べ
ば
〒
は
某 

土
’地
に
：對
す

る
.乙

0

主
張

^

未
.決
定

な
る

開、其の
地
狃
を
拂
ふ
こ

s
'を
.
拒

絕
，す

可

く

、两
.も

亦
 

自

分

：の

財

逄

に

對

す

る

課

税

.の

評

；價

.を

過
當
な

&

ビ
申

吿

せ
.
む 

' 

此
に
於
て

か
、
財
政
謹
官 

等
は
忽
ち

一

稱
の
裁
判
官

*

る
に
.至
れ
ぅ

C

此
の
如
く

 J
u
s
t

Q-a
r

 ;

の
主
要
事
務
た
る
財
政
と

司 

法

ど

は

"其

間

離

る

可
か
ら
ざ
る

P

係

生

せ

し

が

、、巡
.
囘
裁
剑
官

(
s
n
e
r
a
n
t

 

J
ustices)

の
制
度
は
即 

ち

此

.の

南

#

の
必
要
に

K

じ
て
發
達
し
た
る
も
の

な

.ト
。

s
 i

1
)

o
^
p 

0

名
は
後

^

主
と
し

<
此
の
裁
判
所
の
名
と
な
れ
リ
。

(

註

j 

ニ)

或

It
常
時
大
蔵
舞
は
ウ
イ
ン
チ

H

ス
タ
ー

I:
在
り

?:
9

と

5

ふ。デゲ
イ
ス
氏
日
く

「

祀元 

ニ
〇
六
六
年
よ
リ
へ
，

V

i
イ
ニ
世
の
死

l:
,

m
る迄、英國
大
藏
昝
の
本
部
は
、倫敦
が
漸
く
說
要

0 

地
位
と
匁
リ
つ

V

め
‘リ
し

L
L

も
枸
は
ら

t'
、依然
冲
央
政
府

0

所
在
地

?:
リ
し
ウ
イ
ン
チ
工

ス

み 

t

に

存

し

れ

リ

。想
：
年

-

间
描

.

.括
祭
と
聖
ミ

グ
场
グ
祭
と

.
に
州
泰

.行
'は
國
税
：納
入
の
爲
ゃ
イ

y
チ

H

ス

 ̂

0 

^
 

リ」

と
ハ
江

-w.
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一
:
三)

大

5

1

1

の

名
'
II
州
苯
扮
と
.
大
藏
背
吏
と
取
別
し
た
る
卓
キ
掛
が
辞
盤
提

0

^

|( 

な
.
リ
し
に
曲
名

^.
:
云
.
ふ
.0：
'

'

(

註

一

s
v
u
s
e
g
e
l
d
i

li
.

K

V

V

^

2
サ
ク
ソ
ゾ

££
-
朝

0

後
半
に
常
リ
、蔸
國
が
デ
ー
ン
人
即
ち
今
の
.丫
 

抹
，地
方

U

住
.
せ
.
し
'，词

-;
■
一'
'チ
ュ
:丨

 

>
，ソ

.民
族
の
爲
、

-{
9

3
俊

A

せ
,
ら
れ
し

2

兔
國
王
が

^

防
の
议
⑴
 

と
し
て
課
せ
し

.一
樋
の
税
金
か
謂
ふ
。

.

6

: 一
 

•五
.

)

H

II
I

擧
會
雜

'認.
昨
年
十
月
號

C

锻4- 

ニ
卷
第
十
敗

)「

與
國
の
対
雄
制
度

」

#

照。

.

.

.

.

五
、
.

.

，
：

.

:
 

.

-

.

.

.

.

ア
ン
グ
ロ
。サ
ク
ソ
ン
時
代
に
於
て
は
、國
王
親
か
ら
各
地
方
を
巡
視
し
て
、直.後
睬
下
の
訴
訊 

を
裁
判
し
た
々
き
。
ノ
ル
マ
ン

L

.:
i

l
朝
に
求
て
、國

王

の

巡

視

ま

た

以
.
前
.
の
如
く
な
ら

.
ざ
：&

し
认 

.
王
政
靡
と
は
必
す

-

定
の
場
處
忙
固
着
し
六
る
も
の
に
非
す
し
て
、國
主
の
到
る
處
王
政
®
亦
 

办
と
せ
ら
れ
た
る
を
凫
て
も
、國
王
：の
裁
判
の
巡

闻
的
な

り

し

を
察
ず

■
可
し
。
即
ち
國
家
の

#
 

務
.
繁
劇
を
致
ず
と
共
に

J

I

与
國
主
に

.
代
つ

5

の
配
下
の
裁
剑
寧
を
伴

.
ひ
、茶
州
裁
制
所
か 

氤
：に

し

比

較
的
重
大
.な

る

«
判
事
件
を
.
判
決

.
す

る

典

に

、課
_

の
'
評
ー
傾
を
®

.

避
し
、之
に
關
す 

る
#

議
.
を
，剑
決
し

.
ぬ
—

，き
。

此
の
如
く
し
て
古
來
の
.

地
方
裁

.
判
.所
ど
、ノ

,マ
ン
.王
朝
の
中
也 

行
政
制
度

w

の
最
初
の
述
鉞
た
る
巡
同
裁
判
制
度
は
發
生
し
た
る
な
り
。

n疋
等
中
处
戗
判

^

第十

3
怨

(

一
3

)

論
說
ノ
ル
マ
ゾ
籾

S

S

M

笫一

號‘
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一
四)

論

\
說
ノ
か
マ
ソ
朝
の
裁
列
制
度
 

第
一
號 

一
四

.
r 

■ 

'
• 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

,

の
巡
囘
が
規
則
的

V
J

な
る
に
至
り
し
は
、へ

ン
ジ
：
イ

.第 

一一
®

の
.治

®

6

鶬
ず
れ

'ど
も
、其

' の
起
：原
：
 

は
正
し
く
ヘ
ン
リ
イ
第

1
世
の
治
世
に
在
办
し
な

h
。

I
f

へ
ン
ジ
イ
第
一
世
は
ウ
ィ
ノ
ア
ム
；

I

フ
ァ
ぅ
の
治
肚
の

.«
«

に
乘
、じ
て
、

it
だ
封
建
諸
侯
.の
 

み
な
ら
ず
、州
舉
行
ま
で
が
、國
家
の

M

立
に
繫
る
州
裁
到
所
及
び
辱
合
&
ま
剑
所
の
權
能
を
侵 

害
し
て
、谷
自
世
製
：的
特

0

を
振
張
せ
む
ミ
す
る
傾
向
を

«

て
、是
.等
國
家
の
樣
剑
脱
は
ユ
ド
ヮ 

丨
ド

「

懺
悔
王

」

の
時
に
於
け

'る
k

一同一：の
場
處
、同

1

の
.期
間
に
開
廷
せ
ら
る
可
き
こ

ビ

を
命
令

し
、以
て
主
權
の
擴
張
を

H

れ
ぅ
？
即

』

國
王
の
直
..接
受
領
考
間
の
土
地
に
關
す
る
凡
ゆ
る
领

.

.

.

.

'
 

.
 

*

訟
は
國
王
の
裁
剑
所

口

#
>て
判
決
せ
ら
る
可
く
、興

れ

る
領
主

.に

屬

す

る

：陪

i
mrr
l
]の

㈣
，一
な
る 

#

鼓
は
州
裁
判
所
の
管
轄
に
歸
す
句
し
と
せ
ら
れ
、而
し
て
同
一
領
主
の
配
下
に
属
す
論
下 

間
の
爭
懿
は
、其
の
領
主
の

.莊

.園
裁
判
所
の
剑
決
に
一
任
し
て
、干
渉
を
加
べ
ざ
る
乙
^
、
せ
ら 

れ
た
り
。
 

> 

.

.
へ’ン
リ
イ
第

 

ー
*

の
，法

#

を
行
ふ
や
、極
め
て
峻
罈
苟
く
も
犯
罪
者
に
對
し
て
は
，一
步
だ
も 

假
釋
せ

t
、『

疋

P

の
狮
子

』
(
n
o
n

 

of Justice)

と
呼
ば
れ
し
所
以
な
ぅ
。

ク
ィ
リ
ア
ム
。ル
ー
フ
ァ 

ス
は
森
林
法
：

S
H

O
:

の
犯
罪
者
に
死
刑
を
課
す
る
こ

W

を
始
め
し
が
、へ
ン
グ
イ
は
普
通
の

'犯
罪
を
も
死
刑
に
處
し
た

b

き
し
紀
元

」
I 

ニ
四
年
■に
は
四
十
四
人
を
下
ら
ざ
る
盜
賊
が
一 

度
に
絞
殺
せ

.ら
れ
た

&
ビ
云
ふ
を
見
七
も
、其
の

㈨
何
に
嚴
酷
な
り
し
か
を
察
す
可
し
。
其
他

. 

食
#

に
對
す
る
犯
罪

?

嚴

B

ic
:處
じ
、宮
內
官
等
の
御
用
商
人
に
對
す
る
，弊
害
を
も
鱗

JE
せ

:

グ 
o 

.

.

.
パ、
'

へ

.
 

.

(

記

.一

六〕

ゥ
ィ

«
7 

r

A

r
戦
勝
王

jli
ゥ
ィ
ソ
チ

h

ス
タ

-

に
於
け
る
王
ウ

2
の

附

.雁

地

と

し

て

、所

辑

新 

森
；£(

N
e
w

 Fcrest〕‘

造
.
ら
む
が
爲
、其
の
臨
制
內
に
炷
せ
し
數
多
の
人
思
夺
驄
逐
し
て
、其
等
の
往
地

. 

パ

な

山

.林

と

化

^

し
.め
：
し
が
、其

の

：.廣>

 

一
m

七
，千

h

1

ヵ

—

|-.

直
リ
、爲
に
ニ
十
二
の
寺
院
さ
.へ
取 

顿
は
れ

?:
リ
と

5

ふ
'.
0而

^

ズ
新

?:
|:
淼
牀
法
ハ

p
i
t

 

L
a
w
)
~

制
忠
し
て
、其
の
子
の
如
く
愛
せ
し
'鹿 

A 
妒 

l

n

V

Q

#

L

L

it
.刑(

：m

4 .
珙 

く)

^

如
へ
た
リ

0此

0.
法
棋

I:
0 

る
人

-̂
の
不
平
怨
嗟

 

0

^
IX 

.掏
め
ズ
高
大

ガ

9

兔
へ

y 

ィ
笫

j

他
は

M 

i
此
の
法
律

4»
厲
行
し

.
f:
リ
さ
。

.

;
六

.… 

：

所
謂『

へ_

ン
ジ
ィ

.
ー：世

0
法

#
』

Q
b

^
s

^
e

n
r

i
c

i
p

r
i

m
i

,
o

r

 

L
a

w
s

 

o
f

 

H
s

l
y

 

L
)

 

v
j

 

は

へ

y

ソ

ィ

王
 

の
制
定
せ
し
も
の
に
非
ず
し
，

V
、

後
世
の
法
律
家
の
編
成
に
繫
れ
り
へ
ス
タ
ジ
ブ
ス

僧
迅
の
說 

に
據
れ
ば
、這
は

「

民
法

(

羅
馬
法

)

及
、び

寺

院

法

に

關

し

て

說

明

し

/a
る
も
、然
も
極
め
て
多
く
古
來 

英

，.

の

痕

猢

を

有

せ

る

法

#
上
の

®

書

：
並

び

に.

®習
の
記
錄
を
集
輯
し

：

左
る

”も
の
な
り

」

と
。

へ
ン
％
ィ
が
主
位
：に
発
り
し
當
時
ク
工
ッ
セ
ッ
ク
ス
適
用
せ
ら
れ
し
法

#

と
、
マ
ー

シ
ア
人 

貌
十
i
 

(

一
玉)

論

ft
ノ
エ
ソ
狲
の
裁
判
製 

笫
一
虢 

一
3£



访
十
三
饴

(

一
六)

-
論

訛

ノ

 

W

ン仞
0
战列制度
 

第1

彼

ハ

 

に
施

,行
せ
ら
れ
し
法

#

と
‘は
.興
れ
る
が
如
く
、所
謂
デ
ー
ン
口
丨
地
方

S

1
七)

の
人
に
は

f

 

に
興
つ
た
る
法

#
'行
は
れ
た
ぅ
し
の
み
な
ら
ず
、併
か

も

谷
州
に
は
夫
れ
.
^
地
方
的
の
不
文 

慣
習
法
在

&

き
，。

1

厨
®
雜
を
甚
だ
し
か
ら
し
め
た
る
は
ノ

 

K

マ
シ
移

-住
.遨

が

其

の

故

國

に 

於
て
支
配
せ
ら
れ
し
法
律

0:
有
效
を
.主
張
せ
し
が
爲
な
ぅ
き
ノ
然
る
に
へ
ン
リ
ィ
の
嚴
主
な 

る
ボ
政
廳
を
し
て
一
切
是
等
の

：

鸯
別
を
承
認
せ
し
め
ざ
り
き
。
即

.ち
國

.主
裁
剑
所
の
法
#
は 

凡
ゆ
る
爾
他
の
法
律

.に
超
越
し
て
、隨
て
凡
て
に
對
し
て
同
；
に

.
適
用
せ
ら
る
可
き
こ
と
を

M 

則
ビ
し
て
主
張

f

o

而
し
て

「
國
王
の
裁
判
所
の
法
律
と
は
、サ
ク
、ソ
ン
朝
諸
王
の
法
典
の
拔 

萃
ど
、ノ
 

,

マ
ン
朝
諸
裁

•飾
所
に
淤
て

«

施
せ
ら
れ
.し
封
建
的
惯
習

S
羅
埸
法
及
び
敎
令
集
ホ 

の
格
言

V
J

の

浪

合

物

：な
p 
P
。
然
も
丼
は
«
ら
し
き
先
例
を
も
集
鞞
し
て
漸
汽
分
最
に
於
て 

も
、堅
實
の
度
に
於
て
も
、增
加
し
た

P

き」
i

一八〕

。

へ
シ
リ
ィ
第
一
世
の
治
世
に
於
て
、財
政
及
び
切
.法
の
行
政
に
大
勢
力

?

し
I

I

の

宮 

職
は
註

-,

i

〇
に
述
べ
，

^

る
如
ぐ
、漸
次
權
方
を
失
墜

•し
、へ
i
ン
リ
ィ
第
三
世
の
ヒ
ュ
！
ヅ
，ブ
ル
ダ 

が
®

一

R
l

ニ
三
ニ
年
同
職
，を
免
せ
ら
れ
し
を
最
後
と
し
て
、結
局
ユ
ド
ソ

I

ド
第
 

一
ff
i:
の
時
以 

後
跟
な
る
王
座
裁
判
所
長
と
な

P

て
、全
く
其
の
行
政
的
權
能
を
失

a

し
が
、之
に
代
う
て
最
も

重

要

な

る

國

家

の

大

fi
ビ

な

b

し

は

大

法

官

(
c
h
a
n
c
e
l
l
o
r
)

^

p
 

P

O

た

^
官

は

本

^
总

壬)

9
 

の
，收
師
兼」

書

記

に

し

；
て
、國

王

の

信

#

の

顧

開

}:
任
，.じ
、耳

國

王

の

大

靈

(
Great 

s
e
a
l
)

の
%1
管
に 

も

當

公

た

ぅ

き

'0
友

れ

«
.此

の

官

職

は

晋

時

に

於

て

は

、僧

侶

之

に

任

ず

る

の

例

な

6
.
き
0

國 

王

は

E

R
よ

&『

恩

?l』
u
Q
r
a
c
e
:
a
n
d

 

f
a
v
o
u
r
)、

の

請

顧

に
、
接

せ

し

と

き
、即

to
普

通

法

#

の

®

酷
な 

る

適

用

よ
6

救

濟

：せ
ら
1れ
む
こ
y

を

哀

訴

せ

ら

れ

た
為
i

き

は
、大

法

倉

に

圖

る

の
a

な
令
し

が
、大
法

,

の

か

、
る
職
掌
よ
々
し
て
、後

年

衡

平

法

裁

剑

所(court 

of c
h
a
n
c
e
s

の
發
筆
を
見 

.る

に

至
れ

.办
。 

' 

.

之
を
要
す
る
に
、英

«
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